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潜在的な危険 ■ 警告_注意 
感電注意 

機器に損害を与える可能性のある場合 
発火注意 
局温注思： 

破裂注意 


(^)禁止行為 
①分解禁止 

(§) 水場、湿気の多い場所での使用禁止 
(§) 接触禁止 
Q 強制/指示 
^電源接続に関する注意 
e 必ずアース線を接続 


安全上のご注意 

IH クッカーの不適切な使用は、人体への危害および、物的損害の恐れがあります。本製品 
を初めてご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読み〈ださい。お客様の安全を守り 
本製品の損傷も防ぐことができます。本取扱説明書は大切に保管し、製品を譲渡する場合 
は、必ず本書を添付してください。 


安全上のご注意 


表示 

表示の意味 

△警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 
可能性が想定される内容を示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が中程度の傷害を負う 
可能性、もしくは物的損害の発生が想定される内容を示します。 


■ 重傷とは、失明、けが、やけど（高温、低温)、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るも 
の、及び治療に入院 • 長期の通院を要するものを言います。 


■ 中程度の傷害とは、治療に入院•長期の通院を要しないけが、やけど、感電などを指し、 
物的損害とは、財産の破損及び機器の損傷にかかわる拡大損害を指します。 


図記号の例 


禁止 （してはいけないこと） 

具体的な禁止内容は、図記号の中や文章で指示します。 

❶ 

強制 (必ずすること) 

具体的な強制内容は、図記号の中や文章で指示します。 

A 

注意 （警告を含む） 

具体的な注意内容は、図記号の中や文章で指示します。 

ここに示した注意事項は、 
害を未然に防止するため、 
本文をお読みください。 

製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損 
注意事項をマークで表示しています。内容をよく理解してから 


AAAAAA 
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安全上のご注意 


△警告 


本製品は、関連するすべての法律上の安全要 
件を満たしています。ただし、本製品を不適 
切に使用した場合、人体への危害および物的 
損害をもたらすことがあります。 

事故や製品の破損を防ぐために、本製品を初 
めてお使いになる前に、必ず取扱説明書をよ 
くお読みくださしヽ。本書には、本製品を正し 
<安全にお使いいただくための注意事項と、 
実際のご使用やお手入れに関する重要な情 
報が記載されています。 

本書は大切に保管し、本製品を譲渡する場合 
は必ず本書を添付してください。 


取り付けと接続 

A 本製品を設置する前に、損傷がないか 
^チェックしてください。損傷の見られ 
る IH クッカーは設置、使用しないで 
ください。 

誤った設置や接続による損傷につい 
ては製造者責任を負いません。 


A 

A 


必ず D 種設置工事を施してください。 

故障や漏電の時に感電する恐れがあ 
ります。（電気工事士の有資格者が第 
3種接地工事をするよう法令で定めら 


れています。） 



A 

② 


本製品は現行の安全基準に準じて製 
造されています。修理技術者以外の方 
による修理、改造、分解は行わないで 
ください。 

これによるいかなる損害も製造業者 
は責任を負いません。修理が必要な場 
合は販売店またはミーレ指定サービ 
ス店にご連絡ください。 


浴室や風雨にさらされる場所など湿 
^気の多い場所には設置しないでくだ 
さい。（感電•火災•故障•変型の恐 
れがあります。） 


A 

C 


お手入れの際は、必ず電源ブラグをコ 
ンセントから抜き、また濡れた手で抜 
き差ししないでください。（感電やけ 
がをすることがあります。） 



お手入れの際などに、本体各部に水を 
かけないでください。 


A 本製品を、延長コードで電源と接続し 
^ないでください。延長コードを使用し 
た場合、本製品の安全性は保証されま 

產せん。 

a 過熱、発火、感電などの恐れがあり 
I ます。 




電気工事はすべて電気工事設備基準 
に準じて行ってください。 


〇 


本製品は、単相 200 V 30 A 専用回路に 
接続してください。 
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安全上のご注意 


A 


生 


A 


生 


本製品はビルトイン専用です。キッチ 
ンへの据付、結線は専門技術者以外は 
絶対に行わないでください。 

火災や感電、ケガの恐れがあります。 


本製品はビルトイン式の食器洗い機、 
食器乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫、冷凍冷 
蔵庫などの上に設置することはでき 
ません。 

本製品から放出される高温によって、 
下の機器および本製品の換気システ 
ムに損傷を与える場合があります。 

本製品は、船舶での使用、および卜 
レーラー ハウス や航空機などの移動 
性の環境での使用を考慮して設計さ 
れたものではありません。ただし、適 
切な資格を持つ専門技師による危険 
性評価で問題なしと判断された場合 
は、このような環境で使用しても差し 
支えない場合があります。 


正しくお使いいただくために 


& 


❶ 


〇 

Q 

A 


〇 

A 


初めて使用する前には必ずこの説明 
書をお読みいただき、事故の危険性を 
さけ、本体を傷つけないようにしてく 
ださい。 

この説明書には、安全、操作および本 
製品のお手入れに関する重要なご注 
意が記載されています。 

安全のために本製品は必ず据付後に 
操作してください。これは、すべての 
電気構成部品を保護するために必要 
です。 

本製品は家庭用です。業務用としての 
使用はできません。 

本製品は、調理にのみ使用してくださ 
い。その他のすべての用途は危険をも 
たらす可能性があり、所有者の責任に 
なります。本製品の誤った使い方によ 
る損傷については、製造者責任は負い 
ません。 

使用中は十分な換気をしてください。 

本製品は、屋外に設置したり、屋外で 
使用したりしないでください。 


A 0 AAA0 @ Ao 
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安全上のご注意 


セラミックプレートの上側や隣りの 
収納棚にはお子様の興味をひくよう 
なものを置かないでください。上がろ 
うとして、やけどする恐れがあります。 

なべなどはお子様の手が届かないよ 
うにしてください。取っ手は手前に向 
けないで、内側にしてください。やけ 
どする恐れがあります。 

密閉フイルム、ポリスチレンなどの梱 
包材や ビニールシー トは、赤ちやんや 
小さなお子様の手の届かないように 
してください。窒息する恐れがありま 
す。梱包材は、できるだけ早急に廃棄 
するか、リサイクルしてください。 

使用済みの器具は電源から外し、ブラ 
グは切り離して使えないようにして 
ください。 

さらに、後壁の根元で電源コードを 
切断し、廃棄するまでの保管中、お 
子様への危険がないようにご注意く 
ださい。 

この作業は必ず有資格者が行ってく 
ださい。 


お子様に対するご注意 


A 本製品は、大人だけがこの取扱説明書 
V を読んだ上で操作することを前提と 


含 


しています。 

本製品は玩具ではありません。ケガや 
事故を起こさないように、お子様が本 
製品に近づかないようにし、 IH クッ 
カーやそのスイッチ類を触らないよ 
うにしてください。 

小さなお子様は、機械の危険性を理解 
していません。キッチンで作業をする 
場合は、お子様から目を絶対に離さな 
いでください。 

大きいお子様の場合は、操作方法を明 
A 確に説明し、誤った使用の危険を認識 
して、安全に使用できる場合に限り、 
本製品を使用できます。 


A 


A 


A 

A 


お年寄りや介護を要する方が使用す 
る場合は、他の方が十分に注意してく 
ださい。 


❶お子様が IH クッカーを操作したり、 
^設定を変えたりしないように、セーフ 


テイロックを使用してください。 

IH クッカーは、使用中高温になり、電 
源を切った後もしばらく熱くなって 
います。 

やけどなどを防止するため、 IH クッ 
カーの温度が十分下がるまで、お子様 
を近づけないようにしてください。 


A 


生 


A 


生 


AAA 0 AAA 
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上からものを落とさないでください。 
塩入れなどの軽いものでも状況によ 
り損傷することがあります。 

底に鋭い角や凹凸のあるケトルやな 
ベなどは使用しないでください。セラ 
ミックプレートの表面がこすれて傷 
が付くことがあります。塩や砂粒でも 
傷つくことがあります。 

熱くなったセラミックプレートに、固 
体または液体の砂糖、プラスチック片 
やアルミ箔を置かないでください。万 
一置いてしまった場合は、電源を切 
り、やけどに注意しながら、プレート 
が熱いうちに残っている砂糖やプラ 
スチック、アルミを傷の付かないスク 
レーパで丹念にこすり落としてくだ 
さい。これらが溶けてそのまま冷える 
と、セラミックプレートに穴が空いた 
り、ひびが入ることもあります。本体 
が冷めたら、クリーニングしてくださ 
い。こぼしたものなどが燃えるのを防 
ぐために、汚れはできるだけ早く取り 
除き、なべの底はきれいに乾いた状態 
で油などが残っていないようにして 
ください。 


A 本製品の清掃に スチーム クリ ーナー 
^を使用しないでください。蒸気が電気 
C 9 部品に入り、ショートの原因になる恐 
A れがあります。高圧蒸気で表面や部品 
を損傷することがあります。このよう 
な損傷は、保証対象外となります。 


本体を傷めないために 


A 

G 

A 

〇 


〇 


熱くなったなべを操作部の近くに置 
かないでください。電子部品が損傷す 
る恐れがあります。 

IH クッカーの真下に引き出しが付い 
ている場合は、 IH タッカーの換気が 
十分に行われるように、引き出しや中 
身と IH クッカーの下部の間に十分な 
空間があることを確認してください。 

ゴキブリやその他の害虫が発生しや 
すい環境では、本製品とその周辺を清 
潔な状態に保つように特に注意が必 
要です。ゴキブリやその他の害虫によ 
る損傷は、本製品の保証対象外となり 
ます。 

Q 本製品に磁気を近づけないでください。 

A ト ッププレー トや フレーム 部分に、酸 
V の強い食品がついた場合は、すばやく 
ふき取ってください。（レモンやジヤ 
ム、酢など）変色のおそれがあります。 

機器本体下部にキャビネットがある 
V 場合、調味料や食品を保存しないでく 
ださい。 


安全上のご注意 


A 


生 


A 


生 


A0A 0 AA 0 AA 
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安全上のご注意 


金属製のフォーク、ナイフ、スプーン 
およびフタ等をセラミックプレート 
上に載せないでください。熱伝導で熱 
くなり、やけどの恐れがあります。 

本製品を布やアルミ箔などで覆わな 
いでください。意図せずに電源が入っ 
たりすると、発火する恐れがあります。 

油を使って調理する場合は、過熱に 
よって発火する恐れがありますので、 
絶対にそばを離れないでください。熱 
くなった油に火がついたり、 IH クッ 
カー 上のレンジ フー ドに引火する恐 
れがあります。 

油は状態を見ながらゆっくりと加熱 
してください。 

揚げ物調理の際は、 200 g 未満の油で 
調理しないでください。火災のおそれ 
があります。 

万が一、油や脂肪分が引火した場合に 
は、水で消火しないでください。防火 
用毛布や、なべのフタ、濡れタオルな 
どで覆って消火してください。 

レンジフードの 下では、 フランべ （酒 
をかけて火をつける調理法）をしない 
でください。 

IH タッカー上のレンジフードに引火 
する場合があります。 


やけどや火災をおこさないために 


A 

Q 

A 

A 

A 


A 

(S 

A 

產 


IH タッカーの表面は、使用中高温に 
なり、スイッチを切った後もしばらく 
高温状態が続きます。余熱表示ランプ 
が消えるまで触らないでください。や 
けどする恐れがあります。 

やけどしないよう、本製品の使用時 
は、耐•熱性のなべつかみやミトンを使 
用してください。ただし、なべつかみ 
やミトンを濡らさないように注意し 
てください。濡れていると熱が早く伝 
わり、やけどする恐れがあります。 

内圧が高まり、破裂することがあるた 
め、缶詰などを密閉したままで加熱し 
ないでください。 

そうしないと、負傷したりやけどした 
りすることがあります。 

本製品を物の置き場所に使用しない 
でください。余熱が残っていたり、意 
図せずに電源が入ったりすると、上に 
置かれたものが溶けたり、発火する恐 
れがあります。 


A 


生 


A 


生 


A0A0A 0 A 0 AA 0 A 
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安全上のご注意 


セラミックプレートが割れたり、傷や 
ひびが入ったりした場合には、ただち 
にスイッチを切り、電源を外してくだ 
さい。点検修理を依頼して、損傷した 
セラミックプレートを交換するまで 
は、再び電源を入れて使用することの 
ないようにしてください。感電する恐 
れがあります。本体が完全に設置され 
ていない場合は、電源 コー ドは コンセ 
ントから抜いたままにしておいてく 
ださい。電源ブラグとソケットで接続 
されている場合は、ソケットの電源を 
切って、電源プラグを抜いてくださ 
い。ケーブルではなく、電源プラグの 
部分を持って、引っ張ってください。 
そして 「ミー レ. コールセンター」 ま 
でお問い合わせください。 


煮こぼれしたものがひび割れから電 
^気部品に浸透することがありますか 
らそのまま使用することは危険です。 

A 安全を確保するため、すべての修理は 
^檐格者が行う必要があります。無資 
格者による修理は大変危険です。 

( J ) また、 IH タッカーが損傷する恐れが 
あります。当社は、無許可の工事の責 
任は負いかねます。決して外部ケース 
を開けないでください。 


故障のとき 


〇 




保証期間中の修理は、ミーレ認定サー 
ビスマンに よ つて 行われなければな 
りません。 

ミーレ認定サービス マン 以外による 
修理は保証対象外となります。 

本製品の分解や改造は絶対に行わな 
いでください。 


電磁波の影響について 

A 


〇 


心臓用ペ ースメ ' —力 1 —をお使 V 、の方へ！ 
IH タッカーの近くは電磁性を帯びる 
ため、 ペースメーカーに 影響を与える 
可能性があります。ご不明な点がある 
場合は、 ペースメーカーの 製造業者ま 
たは担当医師にご相談の上ご使用く 
ださい。 


A 不必要に電磁場にさらされるのを防 
^ぐため、調理ゾーンの中央になべを置 


含 


くようにしてください。 

クレジ ットカード や フロッ ピー デイ 
スタ、小型計算機など磁界の影響を受 
けやすいものの損傷を防ぐため、これ 
らのものを IH ク ッカーの 近くに置か 
ないでください。 


その他の安全に関する注意事項 


A 

◦ 

A 


本製品近くのコンセントを使用する 
ときは、熱くなった本体に電気コード 
が触れないように注意してください。 
コードの絶縁物が損傷し、感電する恐 
れがあります。 


A 


生 


A 


生 


0®cAA 
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安全上のご注意 


A 


生 


A 


生 


調理したり温め直したりする場合は、 
食品を十分に加熱してください。 

全体的な調理時間は、食品の大きさ、 
量、温度など、多くの要因に影響され 
ます。 

食品の中には、高温で十分に加熱しな 
ければ死滅しない細菌が含まれてい 
るものもあります。そのため、鶏肉な 
どの食品を調理したり温め直したり 
する場合は、食品に完全に熱を通すこ 
とが非常に重要です。疑わしい場合 
は、調理または加熱時間を長くする 
か、食品を廃棄してください。 

プラスチックやアルミ箔の容器を使 
用しないでください。高温で溶けてセ 
ラミック表面を損傷することがあり 
ます。発火する恐れがあります。 

決して外部ケースを開けないでくだ 
さい。 

電気接続や構成部品、機械部品にみ 
だりに触ることは非常に危険であ 
り、操作 エラーの 原因となる場合が 
あります。 

ガラス製の縁のある本製品では、設置 
後、最初の数日間は本体とワークトッ 
プの間に小さな隙間が見える場合が 
あります。 

この隙間は本製品を使用していくに 
つれて小さくなり、本製品の電気的安 
全性には影響しません。 


A 


IH クッカーの下に引き出しを取り付 
ける場合は、必ずその間に底板を入れ 
てください。また、引き出しの中には 
エアーゾルや可燃性の液体、または簡 
単に燃えやすいものはしまわないで 
ください。包丁入れなどを引き出しに 
入れる場合は、耐熱の部材でできたも 
のをご使用ください。 

ペットなどが本製品に乗ると、スイッ 
U チに触れて、調理ゾーンのスイッチが 
入ることがあります。ぺットは絶対に 
本製品に近づけないようにしてくだ 
さい。 

通電中はお子様を近づけないでくだ 
W さぃ。 

「安全上のご注意」を守らなかったことに 
よって発生した損傷や故障は、保証対象外 
となります。 


Ao 0 AAA0A ❶ 
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環境保護のために 


梱包材の廃棄処分 

輸送時の梱包材および保護用の詰物は、廃 
棄する際に環境への影響が少ない材質が使 
用されており、リサイクルすることができ 
ます。 

密閉フィルムやポリスチレンなどの梱包材 
やビニールシートは、赤ちやんや小さなお 
子様の手の届かないようにしてください。 
窒息する恐れがあります。 

捆包材は単に廃棄するのではなく、なるベ 
く、リサイクルにご協力ください。 


使用済み器具の廃棄処分 

電気および電子機器の中には、取扱いや廃 
棄方法を誤ると、人体や環境に悪影響を及 
ぼす恐れのある物質が含まれていることが 
あります。 

ただし、このような物質は機器が正常に機 
能するために不可欠な物質です。 

したがって、不要になった機器は家庭ゴミ 
としては出さないでください。 



不要になった電化製品や電子機器は、お住 
まいの自治体の指定する廃棄物処理施設に 
廃棄を依頼するか、販売店に相談してくだ 
さい。処分するまでの間、ご自宅で保管す 
るときは、お子様に危険が及ばないように 
正しく管理してください。 

使用済みの器具を処分する前には、有資格 
者がスイッチを切り、電源から外してくだ 
さい。 
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KM 5943 


各部の名称 



①②④ シングルブースター 付き調理 ゾーン 
③ツイン ブースター 付き調理 ゾーン 

⑤ 調理ゾーン操作と表示パネル（「調理ゾーンのセンサーと表示」の項を参照) 

⑥ タイマー操作と表示パネル（「タイマー操作と表示」の項を参照） 

⑦ セーフ テイ ロック 表示ランプ 

⑧ セーフテイロックセンサースイッチ 

⑨ IH クッカー本体 ON/OFF センサースイツチ 
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各部の名称 

KM 5948 



①ツイン ブースター 付き調理 ゾーン 
②③ シングルブースター 付き調理 ゾーン 

④ 調理ゾーン操作と表示パネル（「調理ゾーンのセンサーと表示」の項を参照) 

⑤ タイマー操作と表示パネル（「タイマー操作と表示」の項を参照） 

⑥ セーフ テイ ロック 表示ランプ 

⑦ セーフテイロックセンサースイッチ 

⑧ IH タッカー本体 ON / OFF センサースイッチ 
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KM 5975 


各部の名称 


® ® ® ® 



①ツインブースター 付き調理 ゾーン 
②③④ シングルブースター 付き調理 ゾーン 

⑤ 調理ゾーン操作と表示パネル（「調理ゾーンのセンサーと表示」の項を参照) 

⑥ タイマー操作と表示パネル（「タイマー操作と表示」の項を参照） 

⑦ セーフ テイ ロック 表示ランプ 

⑧ セーフテイロックセンサースイッチ 

⑨ IH クッカー本体 ON / OFF センサースイッチ 
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各部の名称 

調理ゾーンのセンサーと表示 

(例） 



0> 


8 . 

8 . 


°B 

1/11 

B 

I 




® ® ® 


1 


① 次の内容が表示されます。 

0 =調理ゾーン使用可能 

h =保温機能 

7〜3 =火力調節 
/ =シングル ブースター 

II =ツイン ブースター 

三 = 余熱表示 

^ =調理ゾーンになべが載っていません。または、なべが不適切です。 

(「誘導加熱」の項を参照） 

F =エラー（「切り忘れ防止」の項を参照） 

Ft = 拡張火力調節されたときの g 動加熱 

P 0 =プログラム（「プログラミング」の項を参照） 

50 =ステータス （「プログラミング」の項を参照） 

② §動加熱、または拡張火力調節表示ランプ（「プログラミング」の項を参照) 
例）手前左側調理ゾーン 

③ ブースター 表示ランプ 

④ ブースターセンサースイッチ 

⑤ 火力調節センサースイツチ 
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タイマー操作と表示 


各部の名称 


① タイマー起動センサースイッチ、調理ゾーンの機能と g 動スイッチオフ選択との切り替え 

② 時間設定センサースイッチ 

③ 時間表示 

④ §動スイッチオフ表示ランプ（例：奥右側調理ゾーン） 

⑤ キッチンタイマー操作ランプ 

⑥ 30分単位のキッチンタイマー （99 分以上の場合）操作ランプ 


<4)<1) G —① 


の 


( 3 )-® 


I© 
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各部の名称 


調理ゾーン 

KM5948 

最小一最大直径 0(cm)* 

□ 

18 - 28 

□ 

14-20 

□ 

10-16 


調理ゾーン 

KM5975 / 5985 

最小一最大直径 0(cm)* 

左側 

16-23 

中央左側 

10-16 

中央右側 

14-20 

右側 

14 - 20 



指定の範囲内の直径のなべならどれでも使用することができます。 




初めてお使いになる前に 


初めてお使いのときのクリーニ 
ング 

保護 ビニール や シールを すべてはがしてく 
ださい。 

本製品を初めてご使用になる前に、湿った 
布だけで拭き、柔らかい布で拭き取ってく 
ださい。 

セラミック表面には落ちにく くなる青い 
光沢が残るので、食器洗い用の洗剤は使わ 
ないでください。 


初めてお使いになる前に 

斜端のガラストップがついた旧クッカー I 
に関しては、設置後、数日間は本体とガラ 
ストップの間にすき間が見えることがあ 
ります。このすき間は本製品の電気的な安 
全性には関係なく、本製品を使い続けるう 
ちになくなっていきます。 

本製品を最初に加熱したときに多少臭う場 
合があります。 

しばらくすると臭いや煙はなくなります。 
この臭いは、人体に害はなく、本製品の接 
続障害や本製品の故障を示すものではあり 
ません。 
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誘導加熱 


誘導加熱原理 

各調理ゾーンの下には誘導コイルがありま 
す。調理ゾーンの電源を入れると、このコ 
イルによって磁界が発生し、なべの底が加 
熱されます。調理ゾーン§体は、なべから 
伝わる熱によって間接的に熱くなります。 

誘導加熱調理ゾーンは、磁性体の底を持つ 
なべが置かれた場合のみ加熱されます（「な 
ベ」の項を参照)。 

誘導加熱では、なべの大きさが自動的に認 
識されます。つまり、なべの底で覆われた 
部分のみが加熱されます。 

次のような場合には、調理ゾーンは加熱さ 
れません。 

一調理ゾーンに何も乗せないでスイッチ 
を入れた場合や、なべが非磁性体の底 
だったりなど、不適切だった場合。 

一なべ底の直径が小さすぎる場合。 

-調理ゾーンの電源が入っている間、調理 
ゾーンからなべを下ろした場合。 

この場合、調理ゾーンの表示部で！^記号が 
点滅を始め、0または前回選択した火力設 
定と交互に表示されます。 


使用に適したなべを調理ゾーンに3分以内 
に置くと、ビは消え、通常どおり使用を続け 
ることができます。 

なべを置かなかったり、使用に適さないな 
ベを調理ゾーンに置くと、3分後に g 動的に 
本体のスイツチが切れます。 

本製品の上には力トラリーや金属製品を 
載せないでください。本製品の電源を入れ 
た場合や余熱が残っている場合、金属製品 
が熱くなり、やけどの危険があります。使 
用後は調理ゾーンのスイツチを切ってく 
ださい。 
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誘導加熱 


ノイズ 

誘導加熱調理ゾーンを使っていると、なべ 

の材質と構造によってはなべに次のような 

ノイズが発生することがあります。 

一火カレベルを高くすると、ブーンとうな 
るような音を出すことがあります。火力 
レベルを低くすると、この音は小さくな 
るか、止みます。 

一なべの底が異なる材質の層でできてい 
る場合（サンドイッチ構造）、パシッと 
いう音がする場合があります。 

-連結ゾーン（「ブースター」の項を参照） 
を最大火カレベルで同時に使用したり、 
使用しているなべ底が何層もの異なる 
材質でできている場合、ヒューツと笛の 
ような音が出ることがあります。 

一火カレベルが低い場合、電源スイッチか 
らヵチッという音が聞こえる場合があ 
ります。 


本製品には電子部品の耐用年数を延ばすた 
め冷却フアンが搭載されています。 IH クッ 
カーを長時間最大火カレベルで使用する 
と、冷却フアンが作動して、ウイーンと言 
う音を立てます。 IH タッカーのスイッチが 
切れた後も、冷却ファンは運転を続けるこ 
とがあります。 
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誘導加熱 


なべ 

次のなべが使用に適しています。 

一底が磁性体でできているステンレス製 
のなベ 

一ほうろう加工の スチール 製のなべ 
一铸鉄製のなべ 

次のなべは使用に適していません。 

一底が磁性体でできていない ステンレス 
製のなべ 

ー アルミ製または銅製のなべ 

-ガラス、陶磁器、陶器でできたポットや 
なべ 

ポットやなべが IH クッカ ーでの 使用に適し 
ているかどうかは、なべの底に磁石を近づ 
けます。磁石がひきつけられれば、なべは 
使用に適しています。 

なべ底の特性により、食品が均一に加熱さ 
れるか否かが左右されます。 

なべの大きさ 

調理ゾーンを有効的に使用す るた めに、な 
ベの直径は、使用する調理ゾーンの内側の 
マークより大きく、外側のマークより小さ 
くなければなりません。なべの直径が内側 
のマークより小さいと、誘導加熱は起こり 
ません。なべが載っていない状態と同じ現 
象が起きます。 

製造元が記載している最大径は、なべの上 
縁のことを示していることがよくありま 
す。底の直径（一般的に上縁よりも小さい） 
の方が重要です。 


エネルギーを 節約するための知識 


熱が逃げるのを防ぐために、なべのふたを 
使用しましょう。 



ふたをしてい ふたをしてい 

ない場合 る場合 
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使い方 


センサースイッチの機能 

本製品には電子センサースイッチが搭載さ 
れています。スイッチは指で触れると反応 
します。 

調理ゾーンの操作には、該当するスイッチ 
を使用します。センサースイッチにタッチ 
すると、音が鳴り、スイッチの反応を知ら 
せます。 



センサースイッチの真ん中をタッチする 
ように注意してください。スイッチ部は常 
に清潔に保ってください。スイッチの上に 
物を置かないでください。センサーが反応 
しなかったリ、物や汚れにセンサーが反応 
して機能が作動したり、自動的に電源が切 
れる場合があります（「切り忘れ防止」の 
項を参照）。 

センサースイッチの上に熱くなったなべ 
を置かないでください。電子部品が損傷す 
る恐れがあります。 


本体の電源を入れる 

各ゾーンを使えるようにするには、まず本 
体の電源を入れる必要があります。 


本製品を使用している最中、本製品から離 
れないようにしてください。 


本体の電源を入れるには 

■ ON / OFF スイッチ①をタッチします。 

タッチすると電源が入り、各ゾーンの表示 
は0となります。そのまま何もしないと安 
全のために数秒後に g 動的に電源が切れ、 
0 は消えます。 

調理ゾーンの電源を入れるには 

■ -(マイナス）/+ (プラス）センサース 
イッチをタッチして、火カレベルを？〜 
9の間で調節、または保温機能を選択し 
ます。 

自動加熱で調理するには、最初に一（マイ 
ナス）センサースイッチを押します（「自動 
加熱」の項を参照)。§動加熱なしで調理す 
るには、最初に+ (プラス）センサースイッ 
チにタッチします。 

他の調理ゾーンの電源を入れたい場合で、 
その該当ゾーンの0表示が消えてしまつ 
ている場合は、一（マイナス）/+ (プラス） 
センサースイッチに軽くタッチします。〇 
表示が再び表示され、自動加熱あり、なし 
両方の場合でも、火カレベルを設定するこ 
とができます。 
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使い方 


設定 



設定 A 

調理プロセス 

工場出荷時の標準設定 

拡張設定& 


(9 設定） 

(17 設定） 

保温 

h 

h 

バターを溶かす 
ゼラチンを溶かす 

1-2 

1- 2. 

少量液体を温める 
米を炊く 

冷凍野菜を解凍する 

3 

3-3. 

液体または半固体の食品を温める 
オランデーズソースなどのソースに 
とろみをつける 
ライスプディングを作る 
オムレツや半熟の目玉焼きを作る 
果物を蒸す 

4 

4-4. 

冷凍食品を解凍する 
野菜や魚を蒸す 

コンソメ、豆スープなどを調理する 

5 

5 

大量の食品を沸騰させる 
煮込み料理をする 

6 

5.-6 

肉（脂分を熱しすぎないで）、魚、野菜、 

目玉焼きなどを油で軽く調理する 

7 

6. - 7. 

パンケーキなどを焼く 

8 

8-8. 

大量の水を沸かす 
沸騰させる 

9 

9 


* 上記の設定および数値は約4人前の目安と考えてください。なべが深い、量が多い、フタをしないなどの場合は、 
高めに設定する必要があります。また、少量では低めに調節してください。 

** 設定を微調整したい場合は、火力調節の拡張設定を行うことができます（「プログラミング」の項を参照）。 
数値の横の点は中間設定を示します。 
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使い方 


自動加熱 


継続調理設定* 

加熱時間 
(分：秒の概算値） 

1 

0:15 

1 . 

0:15 

2 

0:15 

2. 

0:15 

3 

0 : 25 

3. 

0 : 25 

4 

0 : 50 

4. 

0 : 50 

5 

2 : 00 

5. 

5 : 50 

6 

5 : 50 

6. 

2 : 50 

7 

2 : 50 

7. 

2 : 50 

8 

2 : 50 

8. 

2 : 50 

9 

— 


数値の横に点がついた継続調理設定時 
間は火力調節を拡張設定した場合のみ 
使用できます （ 「プログラミング」の項 

を参照）。 


自動加熱がオンになると調理ゾーンは自動 
的に最も強火の調節でスイツチが入りま 
す。一定時間強火で加熱した後、調理ゾー 
ンは自動的に継続調理設定をした火力に切 
り換わります。選択した継続調理設定の強 
度によって、継続加熱する時間は異なりま 
す（表を参照)。 

自動加熱中になべを調理ゾーンから外す 
と、自動加熱は中断します。3分以内になべ 
をゾーンに戻すと、加熱が再開します。 

自動加熱をオンにするには 

■ 所定の煮込み火力調節、たとえば S と表 
示されるまで一（マイナス）センサース 
イツチにタツチします。 


C _ I + ) B 



加熱時間の間は表示ランプが火力調節右横 
に点灯して、加熱が完了すると消灯します。 

加熱中に+ (プラス）センサースイッチを 
タッチすると、継続調理設定を高くするこ 
とができ、一（マイナス）センサースイッ 
チをタッチすると、継続調理設定を低くす 
ることができます。加熱時間は、選択した 
設定に応じて調整します。 


拡張 設定された火力設定では（「プログラミ 
ング」の項を参照）、継続調理の加熱が終わ 
るまで R と加熱ランプが交互に点滅します。 
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ブースター 

調理 ゾーンにはすべてシングル ブースター 
( I ) またはツイ ン ブースター （ I / n ) と 
いう火カ レベルを 上げる機能が備わってい 
ます（「各部の名称」の項を参照)。 

ブースターを オンにすると、 パスタを ゆで 
るときなど大量の水を短時間で沸かすこと 
ができます。 ブースター （ I )をオンにす 
ると 1 〇分間、 ブースター （ n ) をオンにす 
ると15分間、調理ゾーンが通常以上の火力 
レベルで加熱します。 

ブースター機能は左側一箇所、右側一箇所 
の2箇所の調理ゾーンでしか同時に使用す 
ることできません。 

ブースター 機能がオンになっている状態で 

一火カレベルが設定されていないと、ブー 
スター稼動時間終了後、またはブース 
ター機能が切られた時点で、§動的に火 
カレべル 9 に戻ります。 

一 火カ レベルが 設定されると、 ブースター 
稼動時間終了後、または ブースター 機能 
が切られた時点で、自動的に設定された 
火カ レベルに 下がります。 

ブースターがオンになって いる間にな ベを 
調理 ゾーンから 外すと、 ブースターが 中断 
します。 3 分以内になべを ゾーンに 戻すと、 
加熱が再開します。 


使い方 

ブースターの 火カ レベルを さらに上げるに 
は、もう一方の調理 ゾーンの 火力を転用す 
る必要があります。このため、調理 ゾーン 
は下記の図のように、連結されています。 

づ ースタ'一をオンにすると、次の反応が起 
きます。 



-連結した調理ゾーンで自動加熱機能を 
使用している場合、自動加熱機能のス 
イツチが切れます。 

一連結していないゾ'ーンの火力が弱まる 
ことがます。 

ブースター （ n ) のスイツチを 入れる と、 連 
結した調理 ゾーンのスイツチが 切れます。 
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使い方 


ブースター機能（ I )を稼動させる 

■ 必要であれば、該当する調理ゾーンのセ 
ンサースイツチにタツチします。 

■ 該当調理ゾーンのブースターセンサース 
イッチ B にタッチします。 

調理ゾーンの表示パネルに/が表示され、 
づ —スタ^一の表示ランプが点灯します。 

ブースター機能 （ n ) を稼動させる 

■ 必要であれば、該当する調理ゾーンのセ 
ンサースイツチをタツチします。 

■ 該当調理ゾーンのブースターセンサース 
イッチ B をタッチします。 

調理ゾーンの表示パネルに/が表示され、 
ブースターの表示ランプが点灯します。 

■ もう一度、該当調理ゾーンのセンサース 
イッチ B をタッチします。 

調理ゾ'—ンの表示パネルに//が表示されます。 


ブースター機能を解除する 

ブースター機能は早めに解除することがで 
きます。 

■ ブースターの表示ランプが消え、火カレ 
ベルが替わりに表示されるまで、該当す 
る調理ゾーンの B センサースイツチを何 
回かタッチします。または該当調理ゾー 
ンの一（マイナス）センサースイッチを 
タッチします。 
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1 木 / nn 


使い方 


各誘導加熱調理ゾーンには保温機能が備 
わっています。 

保温機能が稼動されると、調理ゾーンは最 
長2時間後に g 動的にオフになります。 


この機能はまだ熱い料理など、調理し終 
わった食品を保温するためのものです。冷 
えたしまった食品を温め直すための機能 
ではありません。 
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調理ゾーンの電源を切ってある場 
合でも、ゾーンに皿などが置かれて 
いる場合、余熱表示ランプが反応し 
ます。 

余熱表示ランプが点灯している間 
は、調理ゾーンに触れたり、熱に弱 
い物を置かないでください。 

エラー メ ッセージが 表示されてい 
るときは、調理ゾーンがまだ熱い場 
合でも、余熱表示ランプは点灯しな 
いので、ご注意ください。 


鼋源の切り方と余熱表示 

調理ゾーンのスイツチを切る 

■ 該当する調理ゾーンの+ (プラス） セン 
サー スイツチと 一 （マイナス） センサー 
スイツチを 同時に 押します。 

調理ゾーンの表示部に D が数秒間点灯し 
ます。まだ調理ゾーンが熱いのであれば、余 
熱表示が点灯します。 




B 

I 

B 

1/11 


本体の電源を切るには 

■ ON / OFF センサー スイッチ® をタッチ 
します。 

全調理ゾーンの電源が切られます。まだ熱 
い調理ゾーンの表示部には余熱表示が点灯 
します。 


余熱表示のラインは、調理ゾーンが冷める 
につれて、1本ずつ消灯します。最後の水平 
ラインは、調理ゾーンが触れても安全に 
なって初めて消灯します。 


使い方 


AAA 


30 














タイマー 


タイマーは2つの機能に対して使用するこ 
とができます。 

-キッチンタイマーとして設定する。 

一調理ゾーンのスイッチを自動的に切れ 
るよう設定する。 

1 分 （ 07 ) から 9 時間 3 0 分 （ 3 上）まで時間 
設定することができます。時間を 99 分 （gg 
) 以上に設定する場合は、時間を30分単位 
で設定することができます。30分は数値の 
横の点で表示されます。 

—(マイナス）センサーを使用して 3. h から 
00と時間を短縮し、+ (プラス）センサー 
を使用して G 0 から3上へと時間を拡張し 
ます。表示は 2h と99で止まります。設定 
の入力を続ける場合は、センサーから一瞬 
指を離し、再びタッチします。 

設定された時間が経過すると、タイマー表示 
パネルに〇〇が数秒間表示されます。お知ら 
せ音が同時に鳴ります。お知らせ音を途中で 
切る場合は、©センサーをタッチします。 


キッチンタイマー 

キッチンタイマーを設定する 

IH 本体の電源が入っていても、切れていて 
も、キッチンタイマーを使用することがで 
きます。 

■©，一（マイナス）または+ (プラス）セ 
ンサ ーを タッチします。 

タイマー表示パネルに〇〇が表示され、キッ 
チンタイマー表示ランプが点滅します。 

■ 表示ランプが点滅している間に希望の時 
間が表示パネルに表示するまで+ (プラ 
ス）/一（マイナス）センサーを押し続け 
ます。 

例）15分 

^5-t 

(- I + ) © 

分単位で時間がカウントされます。残り時 
間が表示パネルに表示され、+ (プラス）/ 
一 （マイナス）センサーを使用して、途中 
で変更することができます。 

キッチンタイマーを解除する 

■ + (プラス）センサーと一（マイナス） 
センサースイツチを同時に押します。 
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タイマ 


調理ゾーンを自動的にスイッチ 
オフする 

該当する調理ゾーンの火力調節が設定され 
ている場合のみ、自動的にスイッチオフさ 
れるようプログラムすることができます。 
すべての調理ゾーンに対して、同時にプロ 
グラムすることができます。 

最長使用可能時間よりもプログラムされ 
た時間が長い場合は、最長使用可能時間が 
経った時点で、調理ゾーンの電源が切れま 
す（該当セクションを参照）。 


■ 使いたい調理ゾーンの火カレベルを調節 
します。例えば、いつも通りの方法で、 
奥右側。 

■ ©センサーを タッチします。 

タイマー表示パネルに〇〇が表示され、キッ 
チンタイマー表示ランプが点滅します。 

■ もう一度、 ©センサーを タッチします。 

タイマ'一表示パネルのキッチンタイマ'一表 
示ランプが消え、調理ゾーンの自動スイッ 
チオフ表示ランプが点滅します。 

■ 複数の調理ゾーンが使用中の場合、この 
機能を使いたい調理ゾーンの横の表示ラ 
ンプが点滅するまで®センサーを数回 
タッチします。例えば、奥右側。 


■ 希望の時間が表示パネルに表示されるま 
で、+ (プラス）センサー/一（マイナ 
ス）センサースイッチをタッチします。 
例えば、15分。 

/5 |ot 

(- 丨 + ) © 

分単位で時間がカウントされます。残り時 
間が表示パネルに表示され、+ (プラス）/ 
—(マイナス）センサーを使用して、途中 
で変更することができます。 

別の調理ゾーンも自動的に電源を切るよう 
に設定したい場合は、上記に説明されてい 
る手順で同じように行います。 

複数の_動スイッチオフ時間が設定されて 
いる場合は、表示パネルには一番短い残り 
時間が表示され、該当調理ゾーンの表示ラ 
ンプが点滅します。他の表示ランプは常時 
点灯します。別の調理ゾーンの残り時間を 
確認する場合は、希望のゾーンの表示ラン 
プが点滅するまで©センサーをタッチし 
ます。 


使用中調理ゾーンの表示ランプは手前左側か 
らはじまって、時計回りの順に点灯します。 
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タイマ 


両方のタイマー機能を同時に使う 

キッチンタイマーと自動スイッチオフ機能 
を同時に使うことができます。 

■ 1つ以上の自動スイッチオフ時間を設定 

しており、かつキッチンタイマーも使う 

場合： 

キッチンタイマー表示ランプが点滅する 
まで ©センサーを 数回タッチします。 

■ キッチンタイマーを使用しており、かつ 
自動スイッチオフ時間も1つ以上プログ 
ラムする場合： 

該当する調理ゾーンの表示ランプが点 
滅するまで ©センサーを 数回タッチし 
ます。 

最後の入力後、間もなくして、表示パネル 
に一番短い残り時間が表示されます。別の 
調理ゾーンの残り時間を確認する場合は、 
希望のゾーンの表示ランプが点滅するまで 
©センサーをタッチします。 

表示パネルに表示されている一番短い残り 
時間からはじまり、使用中の調理ゾーンと 
キッチンタイマーは時計回りの順に選択し 
ます。 
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安全のための機能 


セ ー フテ ィロ ック/ システム ロ ック 

安全のため、 IH タッカーにお子様を近づけ 
ないようにしてください。 

本製品には セーフティロ ックを備えて、本体 
や調理ゾーンの電源を入れたり、設定を変え 
ることができないようにしてあります。 

セーフティロ ックは本体の電源が入ると、 
かかります。 セーフティロック がかかると： 

一調理ゾーンの設定、およびタイマーの設 
定は変更できません。 

一調理ゾーンや本体の電源を切ることは 
できますが、一度電源を切ると再度、本 
体の電を入れることはできません。 

本体の電源が切れているとき、 システム 
ロックがかかります。 システムロックが か 
かっていると、本体の電源を入れることが 
できず、タイマーを使用することができま 
せん。 

システム ロックをかけるには手動で行わな 
ければならないよう、本体は設定されてい 
ます。本体の電源を切ってから5分後に自 
動的に システム ロックがかかるよう、設定 
を変えることができます （ 「プログラミン 
ダ」の項を参照)。 


ロツクをかける 

■ 該当の表示ランプが点灯するまで g | セ 
ンサーをタツチします。 

該当の表示ランプはしばらくすると、消え 
ます。 

お子様が操作しにく くするために、操作方 
法を1本指から3本指に変更することがで 
きます（「プログラミング」の項を参照)。 

ロツクを解除する 

■ 表示ランプが消えるまで g | センサーを 
タツチします。 


セーフテイ ロ ツクやシステム ロ ツクがか 
かってい る時に センサー スイ ツチをタツチ 
すると、表示 ランプが 点灯します。 

電源が遮断された場合は、 セーフティロッ 
クとシステムロックは解除されます。 
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安全のための機能 


「Stop and Go 」 

本製品には 「Stop and Go 」 機能が備わって 
います。この機能は、調理中に電話がかかっ 
てきたり、お届け物があった際など、一時 
的に調理を中断したい場合に便利です。稼 
働すると、全ての使用中の調理ゾーンが設 
定 7 に戻ります 。 「Stop and Go 」 が解除され 
ると、調理ゾーンは最後に設定された火力 
レベルに 戻ります 。 「Stop and Go 」 が解除さ 
れていないと、本体の電源は1時間後に切 
れます。 

この機能を使用する場合は、工場出荷時の 
初期設定を変更する必要があります（「プロ 
グラミング」の項を参照)。 

調理ゾーンに_動スイッチオフが設定され 
ている場合 、 「Stop and Go 」 を稼働させると、 
電源を切る時間までのカウントが中断され 
ます 。 「Stop and Go 」 が解除されている場合 
は、自動スイッチオフ設定は中断されるこ 
となく、続行します。 

キッチンタイマーが設定されている場合、 
「 Stop and Go 」 に影響されず、続行します。 


「Stop and Go 」 を稼働させる 

■ ビープ音が2回連続して鳴るまで g セン 
サーをタッチします。 

Q センサーを長くタッチしすぎると、 
セーフテイロックがか かって しまうの 
で、ご注意ください。 

セーフテイ ロックの表示ランプが点滅し始 
めます。使用中の調理ゾーンの火カレベル 
は設定1に戻り、調理ゾーンの表示パネル 
には 7 が表示されます。 

rstop and Goj を解除する 

■ 表示ランプが消えるまで色センサーを 
タッチします。 

調理ゾーンは前回に設定された火カ レベル 
で加熱します。 
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安全のための機能 


切り忘れ防止 

本製品には万が一切り忘れた場合の安全ス 
イツチオフ機能が搭載されています。 

超過調理時間での切り忘れ防止 

調理ゾーンのいずれかが通常の加熱時間 
(下表を参照）より長く加熱され、その間火 
力調節スイツチに一切タツチしないでいる 
と、 g 動的に本体の電源が切れて対応する 
余熱表示が出ます。 


調理ゾーンを再度使用する場合は、通常通 
りの方法で再度電源を入れます。 


火力設定* 

最大運転時間 
(時間） 

h 

2 

1/1. 

10 

2/2. 

5 

3/3. 

5 

4/4. 

4 

5/5. 

3 

6/6. 

2 

7/7. 

2 

8/8. 

2 

9 

1 


数値の横に点がついた継続調理設定時 
間は火力調節を拡張設定した場合のみ 
使用できます （ 「プログラミング」の項 
を参照）。 


センサースイッチの上に煮こぼれした 
場合の竜源切断 

指先が触れたり、煮こぼれ、オーブンミト 
ン、ふきんなどによってセンサースイッチ 
が10秒以上覆われると、自動的に本体の電 
源が切れます。30秒おきにお知らせ音が鳴 
り（最長10分間）、覆われているセンサー 
スイツチの表示パネルには F が点滅します。 



■ 操作部をきれいにするか、物を取り除い 
てください。 

お知らせ音が止み、 f 表示が消えます。 

■ ON / OFF センサースイッチ①にタッチ 
して本体の電源を入れ直してください。 
これで調理ゾーンを再び通常通り使用す 
ることができます。 
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安全のための機能 


過熱防止装置 

電気回路の誘導加熱コイルと冷却熱線すベ 
てには過熱防止装置が備わっています。誘導 
加熱コイルと冷却熱線が過熱するのを防ぐ 
ために、過熱防止装置が該当調理ゾーンや本 
体全体に対して下記のように作動します。 

ー ブースター 機能が使用中の場合は、 ブー 
スターのスイ ッチが切れます。 

一火カレベルが下がります。 

-誘導加熱コイルに作用する場合は、ェ 
ラー メ ッセージ FE 33 が表示され、本体 
の電源が切れます。 

エラーメッセージは消え、まだ熱い調理 
ゾーンに対して余熱表示が表示されます。 

誘導加熱コイルが十分に冷めないと、本体 
を使用することはできません。 

一冷却熱線に作用する場合は、調理ゾーン 
の火力が下がり、設定された火カレベル 
がそのまま表示されます。 

冷却熱線が十分に冷めると、調理ゾーンは設 
定された火カレベルに自動的に戻ります。 


過熱は次のような場合に起こります。 

-なべを空だきした場合。 

一最大火力設定で油などが加熱されてい 
る場合。 

-本体の下部の換気が十分に行われてい 
ない場合。 

過熱原因を取り除いた後も過熱防止装置が 
作動する場合は、 「コールセンター」 までお 
問い合わせください。 
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掃除とお手入れ 


本製品を掃除する時は、 スチーム ク 
リーナーを使用しないでください。 
蒸気が電気部品に入り、 シヨー トの 
原因になる恐れがあります。 


セラミックプレート表面は定期的に、でき 
れぱ使用するたびにクリーニングしてくだ 
さい。 

本体が冷めてからタリーニングしてくだ 
さい。 

水の跡や石灰積が残らないように、表面を 
水で掃除した後、乾いた布巾等で拭き取つ 
てください。 


本体の表面を損傷する恐れがあるので、下 
記のものを使用しないでください。 

一炭酸、アルカリ、アンモニア、酸や塩素 
を含む洗剤 

ー カルキ除去剤 

一染み抜きやさび取り 

一研磨剤を含むクレンザー類 

一溶剤を含む洗剤 

-食器洗浄機用洗剤 

ー グリルやオーブン用洗剤 

—ガラス用洗剤 

一たわしなど、研磨作用のあるスポンジや 
ブラシ類 

例えば、なべ用たわし、以前に研磨剤を 
つけて使用したブラシやスポンジ 

ー セラミック表面と周辺フレームとの間 
や、フレームと天板との間のシールを破 
損するような先の尖ったもの 
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掃除とお手入れ 


セラミック表面 

汚れは、湿った布で拭き取ってください。し 
つこい汚れは、傷のつかないスクレーパで 
こすり落としてください。 

次にキッチンペーパーやきれいな布を使っ 
て、専用のセラミック面およびステンレス面 
IH タッカー用のクリーナーで掃除します。 
跡が残ってしまうため、本体が熱いうちは洗 
剤を使用しないでください。クリーナーの 
パッケージの説明書をよく読み、指示に従っ 
てください。 

最後に、湿らせた布でセラミック表面を拭 
き取り、柔らかい清潔な布で拭いて乾かし 
ます。クリーナーの跡を確実に落してくだ 
さい。クリーナーの跡が残っていると、加 
熱した場合にこげつき、本体の表面が損傷 
することがあります。 


しみ 

油、水、アルミ痕（金属性のしみ）はセラ 
ミックおよびステンレス面 IH タッカー用ク 
リーナーを使って落とすことができます。 

A 使用中の熱い調理ゾーンに砂糖がこ 
^ぼれたり、 プラスチックやアルミ箔が 

A 落ちた場合は、まず本製品のスイッチ 
を切ってください。それから冷めない 
うちに残っている砂糖やプラスチッ 
ク、アルミを傷のつかないスク レー パ 
で 丹念にこすり落としてください。や 
けどしないように注意してください。 
クッカーが十分に冷めてから、適切な 
セラミックおよび ステンレス 面専用 
のクリ ーナーで クリ ーニ ングしてく 
ださい。 
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プログラミング 


本体のプログラムオプションの標準設定を 
変更できます（表を参照)。 

■ 本製品の電源を切り、 セーフ ティ ロック 
の表示ランプが点滅するまで、本体の 
ON/OFF センサー① と セーフ テイ ロッ 
クセンサー Q を 同時に タッチします。 

調理ゾーン表示パネルに p (プログラム）と 
5 (ステ'—タス）が表示され、現在設定され 
ている番号が表示されます（表を参照)。 

■ + (プラス）/ —(マイナス）センサース 
イッチをタッチして、まず 手前 左側の調 
理ゾーンに希望する プログラムを 選択し 
ます。次に、+ (プラス）/ —(マイナ 
ス）センサースイッチをタッチして、 手 
前 右側の調理ゾーンに希望する ステータ 
スを 選択します（表を参照)。このように 
して、次々とプログラムを変えることが 
できます。 


新しい設定をメモリに保存するには、表示 
が消えるまで本体の ON / OFF センサース 

イッチ①をタッチします。 

設定をメモリに保存したくない場合は、表 
示が消えるまで、セーフテイロックセン 
サー Q をタッチします。 
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プログラミング 


プログラム* 

ステー タス** 

設定 

P 

0 

デ モモー ドおよび工場出荷 

S 

0 

デ モモー ド ON 



時の初期設定 

S 

1 

デモモー ド OFF 




S 

9 

工場出荷時の初期設定に復旧 

P 

1 

Stop and Go 

S 

0 

OFF 




S 

1 

ON 

P 

2 

火力調節段階 

S 

0 

9段階火カレベル 
(1,2,3... 9まで) 




S 

1 

17段階火カレベル 
(1,1.,2,2., 3... 9まで) 

自動加熱機能が選択されていると、 
表示パネルにはと継続調理設定 
の表示が交互に点滅します。 

P 

3 

なべが載っていない、また 

S 

0 

OFF 



は不適切ななべが載ってい 

S 

1 

小日■童 



ると、誘導加熱装置から警 
告音が鳴る 

S 

S 

2 

3 

中音量 

大音量 

P 

4 

センサーにタツチすると、 

S 

0 

OFF 



キ_パツドから音が鳴る 

S 

1 

小も量 




S 

2 

中音量 




S 

3 

大音量 

P 

5 

タイマーのお知らせ音 

S 

0 

OFF 




S 

1 

10秒間の小音量のお知らせ音 




S 

2 

10秒間の中音量のお知らせ音 




S 

3 

10秒間の大音量のお知らせ音 


ここに表示されていないプログラム/ステータスに関してはアロケーションがありません。 


** 工場出荷時のデフオルト設定は太字で示されています。 
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プログラミング 


プログラム* 

ステー タス** 

設定 

P 

6 

セーフ亍イロック 

S 

0 

gi を使った1本指操作ロック 




S 

1 

Q および、+を使った右側2 つの 調 






理ゾーンにおける3本指操作ロック 

P 

7 

システムロック 

S 

0 

手動でシステムロックをかける 




S 

1 

自動でシステムロックをかける 

P 

8 

自動加熱装置 

S 

0 

OFF 




S 

1 

ON 

P 

0. 

ミ _ レ@ホーム 

S 

0 

機能が搭載されていない 



-通信モジユール搭載の通 

S 

1 

サインオフ 



信可能な機器のみ対応 

S 

2 

サインオン 





〇 

サインオン/オフ稼働中（表示ラ 






ンプ） 

P 

6. 

センサースイッチ反応速度 

S 

0 

SLOW 




S 

1 

NORMAL(300 ms) 




S 

2 

RAPID 


ここに表示されていないプログラムに関してはアロケーシヨンがありません。 


** 工場出荷時のデフオルト設定は太字で示されています。 


42 




こんなとき、どうしたらいい？ 


A 電気器具の設置作業および修理は、有資格者が、地方自治体および国の定める安全 
し 基準に従って行う必要があります。無資格者による修理は危険です。当社は、無許 
可の工事の責任は負いかねます。 

メンテナンス作業や修理が完了するまで、本製品を電源に接続しないでください。 


問題 

考えられる原因と解決方法 

本体や調理ゾーンの電 
源が入らない。 

以下のことを確認してください。 

-使用に適したなべを使っていますか？ 

-セーフ亍イロックがオンになっていませんか？ 

必要な場合はオフにしてください 
(「セーフ亍イロック」の項を参照）。 

—ブレーカー（ヒューズ）が落ちていませんか？ 

上記のいずれにも該当しない場合は、本製品の電源を約1分 
間、遮断します。本製品を電源から完全に絶縁するには、次 
を行います。 

-断路器で電源を切ります。 

-コンセントから電源プラグを抜いて電源を切ります。 

—ブレーカー（ヒューズ）を切ります。 

再び電源プラグを差し込み、本体の電源を入れます。それでも 
電源が入らないようであれば、電気の有資格者か、またはミー 
レの「コールセンター」にお問い合わせください。 

初めて本体を使うと 
き、変な臭いがする、 
または煙が出る 

臭いや煙は接続不良や本製品の故障が原因ではありません。ま 
た、人体に有害でもありません。 

本体の電源を入れて、 
火力調節ができるが、 
調理ゾーンが加熱しな 
い0 

間違って、デモモードを設定していないか確認してください 
(「プログラミング」の項を参照）。 

調理ゾーンの表示パネル 
に!^が表示されている。 

以下のことを確認してください。 

-なべが載っていないのに、誤ってゾーンのスイッチが入って 
いませんか？ 

-誘導加熱ゾーンでの使用に適した、十分な大きさのなべを使 
用していますか？ 

(「なべ」の項を参照）。 

調理ゾーンまたは旧 
ク ツカー 全体のスイ ツ 
チが自動的に切れる。 

切り忘れ防止機能または過熱防止装置が作動しています（「切り 
忘れ防止」および「過熱防止装置」の項を参照）。 
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こんなとき、どうしたらいい？ 


問題 

考えられる原因と解決方法 

次のような状況が起こる。 

—ブースター機能が時間よりも早く自動的に切れる。 

-選択されている火力設定が弱まる。 

-設定した火カレベルでいつものように調理ゾーンが加熱し 
ない。 

過熱防止装置が作動しています（「過熱防止装置」の項を参照）。 

自動加熱機能がオンに 
なると、なべの中身が 
なかなか加熱されな 
かったリ、全く加熱さ 
れない。 

次の原因が考えられます。 

-なべの中身が多すぎる。 

-なべの熱伝導が悪い。 

次回に強火で継続調理機能を設定、または強火で再開して後で 
弱火に火加減します。 

IH クツカーのスイツチ 
が切れた後も、冷却 
ファンが運転を続ける。 

これは故障ではありません。ファンは本製品が完全に冷めるま 
で運転を続けます。その後、自動的にスイッチが切れます。 

奥の調理ゾーンの表示 
パネルに f が表示さ 
れ、手前の調理ゾーン 
の表示パネルに f が表 
示され、タイマー表示 
パネルに数値が表示さ 
れている。 

FE99 : 

誘導加熱コイルの過熱防止装置が作動しています。調理ゾーンの 
温度が安全なレベルに下がると、再び使用することができます。 
他のエラーメッセージが表示される： 

約1分間、本体の電源を切ります。 

本体を電源に再接続しても、問題が解決しない場合は、お近く 
の「コールセンター」にご連絡ください。 
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電源接続 


竜源接続 

電気系統の作業は、すべて厳正に国および 
地域の電気設備基準に従って適任な有資 
格者が行わなければな y ません。 

無資格者による設置、修理、その他の工事 
は危険です。当社は、無許可の工事の責任 
は負いかねます。 

設置または修理作業が完了するまで、本製 
品の電源が切ってあることを確認してく 
ださい。 

本製品は必ず正しく設置してから使用し 
てください。すべての電気部品を確実に遮 
へいするには正しく設置する必要があり 
ます。帯電部は露出させないでください。 

本製品を、延長コードで電源と接続しない 
でください。延長コードを使用した場合、 
本製品の安全性は保証されません。 

電圧、定格消費電力、アンペア数にっいて 
は、型式表示シ 1 ールに記載してあります。こ 
れらの数値が屋内の主電源に一致している 
ことを確認してくたさい。 

本製品の接続は、必ず電気設備基準に合っ 
た断路器を経由して行ってください。 

また、開閉スイッチは容易に点検できる位 
置に設けることが必要です。 


<重要> 

2極.接地極付 30 A 専用コンセントコード 
にて納品されます。 

コンセント 形状を確認の 上、 確実に接続し 
てください。 

<警告> 

本製品は、必ず接地してください。 

<重要> 

本製品の電気的安全性は、電気設備基準に 
合つた有効な接地系との連続性が完備して 
初めて約束できます。この基本的な安全基準 
を電気工事士がテストすることはとても重 
要なことです。感電などの不十分な接地系の 
結果に対する製造者責任は負いかねます。 

直接的あるいは間接的な不正な設置や接 
続によるいずれの被害や損害の製造者責 
任も負いかねます。 
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アフタ——サ——ビス、型式 lg 不ン——ノレ _ 

故障が生じた場合や、本製品が保証期間中の場合は、下記にお問い合わせください。 

ーミーレ販売代理店 

—ミ'ー レ. ジャパンの コ' ールセンタ^一 （裏表紙を参照） 

コールセンターに お問い合わせになる場合、型式表示 シールに 記載された、ご使用の機器 
の型番と製造番号をお知らせください。 
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愛情点検 


長年 ご 使用の旧ク ツカー の点検を! 


ご使用の際、 

このようなことはありませんか 


•スイッチを入れてちときどき運転しない時がある 
癱運転中に異常な音や振動がする 
#本体ケースが変形していたり、異常に熱い 
•クッカーにさわるとピリピリ電気を感じる 
• その他の異常や故障がある 


▼ 


• 使用を中止してください# 

このような場合、事故防止のため、スイッチを切り 
コンセントから差し込みプラグを抜いて、必ずお求 
めの販売店に点検•修理をご相談ください。ご自分 
での修理は危険な場合がありますから、絶対になさ 
らないでください。 


ご不明な点は下記までお問い合わせください。 

ミーレ•ジャパン株式会社 

コールセンター@ 0120-310-229 (ユーザー専用•月一金 9:00-17:30) 

亍150 -0044 東京都渋谷区円山町 3-6 E •スペースタワー1 1F (本社）1 F (ショールーム) 


1609 


www.miele.co.jp 


M.-Nr. 07 594120/00 







